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１．概要（Summary） 

有機ペロブスカイト太陽電池は 2009年に発表された

後、数年で変換効率 22%を超え、現在注目されている太

陽電池である。本研究ではフッ素ドープ透明電極(FTO)

上に形成し有機ペロブスカイト活性層の基盤層となる

TiO2層の作製法と膜質の関係を調べた。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 薄膜 X線回折装置 ATX-G, X線

光電子分光装置 VG社製 ESCALAB250 

【実験方法】 

有機ペロブスカイト膜の作製方法にはPbI2の形成を最

初に行う 2ステップ法と一気に成膜する 1 ステップ法があ

る。本研究ではエアフローの有無で 2ステップ法で得られ

た有機ペロブスカイト活性層の最適化を結晶性にて評価

した。また、FTOに形成する酸化物半導体の表面エネル

ギー状態についても評価した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig.1 XRD patterns of perovskite active layers 

introduced by air-flow. 

Fig. 1は 2 ステップ法で作製した有機ペロブスカイト活

性層の XRDである。12°の星印が PbI2の結晶ピークで

ある。2 ステップ法では、PbI2層の形成後メチルアミンを

塗布するので、表面からペロブスカイト化が進展すると考

えられる。単層の XRDピークと膜厚の関係より、ペロブス

カイトに変化せずに残留している PbI2の膜厚を表し、最

適な PbI2層と太陽電池特性との比較をした(Table1)。 

Table 1 Summary of PV properties. 

  

この中では 0.8 mol/Lの溶液で作製した PbI2層を利用し

た有機ペロブスカイト太陽電池素子が良好な変換効率を

示すことが明らかとなった。 
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